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子

一
　
法
人
文
書
移
管
廃
棄
作
業

　

昨
年
度
は
、本
報
告
作
成
後
、通
常
の
選
別
移
管
作
業
の
リ
ス
ト
と
は
別
の
「
簿

外
」
移
管
文
書
一
、一
六
九
点
を
新
た
に
受
け
入
れ
た
。
内
訳
は
、
財
務
・
総
務

室
財
務
・
総
務
部
財
務
企
画
グ
ル
ー
プ
よ
り
跡
地
関
係
を
中
心
と
す
る
旧
管
財
課

文
書
五
四
四
点
、
財
務
・
総
務
室
財
務
・
総
務
部
総
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
新
学
部
等

の
設
置
申
請
書
関
係
文
書
を
中
心
と
す
る
四
九
三
点
、
教
育
学
研
究
科
よ
り
国
立

大
学
教
育
学
部
長
会
議
等
文
書
一
四
一
点
、
そ
し
て
情
報
化
推
進
グ
ル
ー
プ
よ
り

廃
止
公
印
一
式
の
物
品
一
件
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
二
八
年
度
の
移
管
点

数
は
、
通
常
の
移
管
廃
棄
作
業
に
お
け
る
受
入
れ
五
五
〇
点
の
ほ
か
、
簿
外
リ
ス

ト
に
基
づ
く
一
、三
七
二
点
を
加
え
た
計
一
、九
二
二
点
と
な
っ
た
。
追
加
受
入
れ

と
な
っ
た
も
の
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

①
旧
管
財
課
移
管
文
書　

五
四
四
点

　

旧
管
財
課
の
文
書
は
、
平
成
二
六
年
の
組
織
改
編
に
よ
り
財
務
企
画
グ
ル
ー
プ

及
び
東
広
島
地
区
運
営
支
援
部
共
通
事
務
室
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
今
回
受
け

入
れ
た
移
管
文
書
は
、財
務
企
画
グ
ル
ー
プ
が
所
管
す
る
も
の
で
あ
り
、同
グ
ル
ー

プ
か
ら
の
移
管
と
し
て
受
入
れ
手
続
き
を
行
っ
た
。
昭
和
五
五
年
度
か
ら
平
成

一
〇
年
度
ま
で
の
管
財
課
日
誌
、
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
等
に
伴
う
跡
地
処
分
に
関
す

る
文
書
が
含
ま
れ
る
。

　

②
二
〇
一
六
年
度
総
務
グ
ル
ー
プ
簿
外
移
管
文
書　

四
九
三
点

　

昭
和
二
三
年
七
月
作
成
の
「
国
立
広
島
総
合
大
学
設
置
申
請
書
」
を
含
む
平
成

五
年
ま
で
の
学
部
等
設
置
計
画
書
・
申
請
書
四
五
四
点
、
平
成
四
年
か
ら
十
六
年

ま
で
の
学
位
記
授
与
式
・
入
学
式
の
フ
ァ
イ
ル
及
び
Ｄ
Ｖ
Ｄ
二
八
点
、
及
び
開
学

五
〇
周
年
式
典
ア
ル
バ
ム
他
十
一
点
で
あ
る
。
設
置
計
画
書
は
、
正
・
副
複
数
冊

ず
つ
保
存
さ
れ
、
総
務
グ
ル
ー
プ
の
書
庫
一
二
段
分
を
占
め
て
い
た
。
副
本
も
含

む
総
点
数
は
七
〇
〇
点
を
超
え
る
。
こ
の
た
め
、
副
本
に
つ
い
て
は
書
き
込
み
等

の
あ
る
も
の
を
除
い
て
別
途
配
置
と
し
、
で
き
る
だ
け
書
架
延
長
の
圧
縮
を
図
る

こ
と
と
し
た
。
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③
二
〇
一
六
年
度
教
育
学
研
究
科
追
加
簿
外
移
管
文
書　

一
四
一
点

　

昭
和
二
八
年
以
降
の
全
国
教
員
養
成
大
学
学
部
事
務
長
会
議
、
中
国
四
国
地
区

教
員
養
成
学
部
事
務
長
会
議
資
料
、
全
国
国
立
大
学
教
育
学
部
長
会
議
等
の
学
外

会
議
資
料
を
含
む
。

　

④
二
〇
一
六
年
度
情
報
化
推
進
グ
ル
ー
プ
簿
外
移
管
文
書　

一
点

　

廃
止
公
印
一
式
。
取
り
扱
い
に
つ
い
て
館
長
宛
て
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
よ
り
、
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
他
の
簿
外
移
管
文
書
は
、
組
織
の
廃
止
に
伴
う
銘
板
一
点
、
昨
年

度
の
報
告
に
お
い
て
紹
介
し
た
教
育
学
研
究
科
か
ら
受
け
入
れ
た
広
島
師
範
学
校

関
係
文
書
を
含
む
二
〇
三
点
で
あ
る
。

に
よ
る
。
既
に
保
存
期
間
が
満
了
し
た
と
み
な
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
の
廃
棄
対
象
文
書
と
し
て
廃
棄
簿
案
リ
ス
ト
に
登
載
し
、
選
別
作
業
の
結
果
移

管
受
入
れ
と
決
定
し
た
も
の
が
あ
り
、
こ
の
た
め
移
管
点
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ

た
。

　

こ
の
他
、
書
架
整
理
を
進
め
る
過
程
で
廃
棄
に
つ
い
て
の
確
認
依
頼
を
受
け
る

ケ
ー
ス
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。こ
う
し
た
確
認
作
業
は
、依
頼
に
応
じ
て
随
時
行
っ

て
い
る
。
霞
地
区
運
営
支
援
部
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
れ
ま
で
延
長
と
判

断
し
た
も
の
を
精
査
し
廃
棄
と
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
事
務
室
横
の
書
架
ス
ペ
ー

ス
の
整
理
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
廃
棄
す
る
場
合
は
文
書
館
の
確
認
を
経
る

と
い
う
手
順
に
沿
っ
て
確
認
依
頼
を
い
た
だ
き
、
霞
地
区
を
訪
問
し
廃
棄
文
書
を

確
定
し
た
。

　

ま
た
、
工
学
研
究
科
支
援
室
で
は
、
新
学
部
設
置
に
伴
う
事
務
室
移
転
の
た
め

国
立
大
学
法
人
化
以
前
の
参
考
資
料
等
に
つ
い
て
の
確
認
依
頼
が
あ
っ
た
。
こ
の

機
会
に
、
前
身
校
の
一
つ
で
あ
る
広
島
工
業
学
校
の
校
旗
な
ど
の
引
き
取
り
が
決

定
し
、
大
学
史
資
料
室
に
お
い
て
手
続
き
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
学
内
の
大
学

の
歴
史
に
関
係
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
文
書
館
と
し
て
積
極
的
に
保
存
管
理
に

努
め
た
い
。

　

学
術
支
援
グ
ル
ー
プ
で
は
、
選
別
移
管
作
業
の
機
会
に
確
認
作
業
を
実
施
し
、

共
済
関
係
、
駐
車
証
関
係
書
類
な
ど
、
法
人
文
書
の
範
疇
で
は
な
い
も
の
に
つ
い

て
整
理
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
服
務
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
法
人
化
以
前
の
参

考
資
料
の
受
入
れ
、
総
務
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
旧
研
究
企
画
課
の
フ
ァ
イ
ル
に
つ

い
て
確
認
作
業
を
行
い
、
一
部
移
管
受
入
れ
が
決
定
し
た
。

　

今
年
度
も
、
各
業
務
組
織
の
協
力
に
よ
り
書
架
整
理
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

表１　平成29年度移管文書目録作成件数

� （平成29年12末現在）

　

平
成
二
九
年
度
の
選
別
移
管
作
業
は
、
各
組
織
の
文
書

管
理
担
当
者
の
協
力
に
よ
り
例
年
通
り
九
月
か
ら
一
一
月

に
か
け
て
各
業
務
組
織
を
訪
問
し
、
滞
り
な
く
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
。今
年
度
の
移
管
文
書
の
目
録
作
成
件
数
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
（
表
１
）。

　

こ
の
う
ち
、
学
長
室
は
移
管
点
数
が
七
一
点
で
あ
り
、

例
年
の
二
〇
点
前
後
と
い
う
数
値
に
比
し
て
多
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
度
の
法
人
文
書
管
理
に
関
す
る
内
部
監
査

に
お
け
る
指
摘
事
項
に
対
応
し
、
手
持
ち
資
料
と
し
て
保

管
さ
れ
て
き
た
フ
ァ
イ
ル
を
新
た
に
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル

管
理
簿
に
登
録
す
る
な
ど
、
文
書
整
理
が
進
展
し
た
こ
と

法人本部 323
部局等 112

計 435
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文
書
館
書
庫
の
狭
隘
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
移
管
文
書
の
保
存
の
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
確
保
が
、
全
学
的
な
措
置
と
し
て
進
展
す
る
よ
う
努
め
た
い
。

二
　
公
文
書
管
理
研
修
の
開
催

　

公
文
書
管
理
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
一
年
法
律
第
六
六
号
。
以
下
、

「
公
文
書
管
理
法
」）
に
基
づ
く
研
修
は
、
平
成
二
三
年
、
二
四
年
に
中
国
・
四
国

地
区
国
立
大
学
法
人
等
公
文
書
管
理
研
修
と
し
て
実
施
し
、
二
六
年
に
は
広
島
大

学
公
文
書
管
理
研
修
に
名
称
を
変
更
し
、�
中
国
・
四
国
地
区
の
国
立
大
学
法
人
、
国

立
高
等
専
門
学
校
、
国
立
青
少
年
交
流
の
家
、
国
立
青
少
年
自
然
の
家
等
の
文
書

管
理
担
当
者
を
対
象
と
し
て
開
催
し
て
き
た
。
平
成
二
七
年
度
に
は
学
内
者
を
対

象
と
す
る�

「
基
礎
編
」�

を
開
催
し
、�

基
礎
的
な
内
容
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
を
受

け
て
昨
年
度
と
二
年
連
続
で
開
催
し
た
が
、
今
年
度
は
三
年
ぶ
り
に
学
外
文
書
管

理
者
向
け
の
研
修
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

研
修
の
詳
細
は
、『
平
成
二
九
年
度
広
島
大
学
公
文
書
管
理
研
修
』（
平
成
二
九

年
度
発
行
予
定
）
に
お
い
て
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、

文
書
管
理
者
、
文
書
管
理
担
当
者
レ
ベ
ル
の
参
加
者
と
そ
れ
以
外
の
一
般
の
参
加

者
、
学
内
と
学
外
の
参
加
者
等
、
属
性
が
違
う
参
加
者
が
一
つ
の
研
修
で
有
意
義

な
成
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
問
題
が
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。
学
内
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
今
後
も
基
礎
編
と

の
隔
年
開
催
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
隔
年
で
外
部
講
師
を
招
く
と
い

う
予
算
措
置
を
伴
う
研
修
計
画
が
維
持
で
き
る
よ
う
、
よ
り
厳
し
く
研
修
の
内
容

を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

こ
の
点
で
、
学
内
の
研
修
計
画
に
お
い
て
満
足
度
の
数
字
で
の
報
告
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
も
苦
慮
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
よ
り
、
数
値
化
は
あ
る

程
度
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
前
年
度
肯
定
的
な
回
答
が
一
〇
〇
％
で
あ
っ
た
と
い

う
数
値
に
対
し
、
一
名
で
も
や
や
満
足
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
否
定
的
な
回
答

や
無
回
答
が
あ
れ
ば
、
前
年
比
で
満
足
度
が
下
が
っ
た
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
今
回
は
、
無
回
答
が
一
件
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
一
〇
〇
％
と
は
い
え
な
い
と

い
う
こ
と
と
な
る
。

　

公
文
書
管
理
研
修
は
、学
内
に
文
書
館
が
設
置
さ
れ
て
い
る
本
学
に
お
い
て
は
、

既
に
自
明
の
こ
と
と
し
て
何
度
も
受
講
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
捉
え
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
継
続
的
な
実
施
に
向
け
て
、
受
講
者
の
確
保
、
満
足
度

の
向
上
を
課
題
と
し
な
が
ら
、
今
後
も
不
断
に
改
善
策
を
検
討
し
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
年
度
は
人
事
グ
ル
ー
プ
の
依
頼
に
よ
り
新
採
用
者
を
対
象
と
す

る
研
修
等
に
お
い
て
延
べ
二
五
九
名
に
講
義
を
提
供
し
た
（
表
２
）。
ま
た
、
館

員
の
文
書
管
理
に
関
す
る
知
識
と
技
能
の
向
上
を
図
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
広
島
県
市
町
公
文
書
等
保
存
活
用
連
絡
協
議
会
及
び
広
島
県
立
文
書
館
が
開
催

す
る
行
政
文
書
・
古
文
書
保
存
管
理
講
習
会
等
の
諸
研
修
に
出
席
し
た
ほ
か
、
学

内
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
に
も
参
加
し
た
。
さ
ら

に
、
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
西
日
本
部
会
の
研
究
会
及
び
全
国
研
究
会
に
参
加

し
、ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関
す
る
最
新
の
知
見
の
習
得
に
努
め
て
い
る
。
今
年
度
は
、

国
立
公
文
書
館
が
主
催
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
修
Ⅲ
へ
も
一
名
が
参
加
し
た
。
一

週
間
ご
と
の
分
割
受
講
が
可
能
と
な
っ
た
制
度
を
利
用
し
、
一
週
間
ず
つ
三
年
を

か
け
て
参
加
の
予
定
で
あ
る
。
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三
　
法
人
文
書
管
理
に
関
す
る
監
査
の
実
施

　

法
人
文
書
管
理
に
関
す
る
内
部
監
査
は
、
個
人
情
報
管
理
に
関
す
る
監
査
と
と

も
に
行
わ
れ
、
各
組
織
が
三
年
に
一
度
程
度
の
実
施
と
な
る
よ
う
約
二
〇
箇
所
ず

つ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施
し
て
い
る
。
文
書
館
の
参
画
は
、
平
成
二
八
年
度
で

三
回
目
と
な
っ
た
。
例
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
の
実
施
と
な
る
た
め
、
こ
こ

で
は
主
に
前
年
度
の
実
施
内
容
を
報
告
す
る
。

　

文
書
館
に
お
い
て
監
査
担
当
者
と
し
て
指
名
を
受
け
る
の
は
、
館
長
及
び
公
文

書
室
長
の
二
名
で
あ
り
、
対
応
可
能
な
職
員
が
二
人
と
少
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で

同
時
間
帯
に
実
施
さ
れ
る
場
合
な
ど
日
程
が
合
わ
ず
に
訪
問
で
き
て
い
な
い
組
織

が
あ
る
も
の
の
、
三
年
が
経
過
し
学
内
の
対
象
組
織
を
ほ
ぼ
一
巡
す
る
見
込
み
で

あ
る
。

　

法
人
文
書
管
理
に
つ
い
て
は
、
毎
年
の
選
別
移
管
作
業
を
踏
ま
え
て
確
認
を

行
っ
て
い
る
。
書
架
に
過
去
年
度
の
廃
棄
可
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
が
あ

る
場
合
な
ど
、
速
や
か
に
適
切
に
廃
棄
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
フ
ァ

イ
ル
に
つ
い
て
は
、
選
別
移
管
作
業
時
に
廃
棄
と
決
定
し
た
も
の
の
、
実
際
に
廃

棄
す
る
段
階
に
や
は
り
廃
棄
し
難
い
も
の
と
し
て
、
書
架
に
残
し
た
ま
ま
に
し
て

い
る
と
い
う
説
明
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
場
合
、
廃
棄
で
は
な
く
延
長
と
し
て
措

置
結
果
を
改
め
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
へ
再
登
録
す
る
こ
と
と
し
た
い
の

で
、
そ
の
都
度
文
書
館
へ
連
絡
し
て
欲
し
い
と
伝
達
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
監
査
に
お
い
て
は
、
監
査
項
目
の
一
つ
で
あ
る
公
印
の
管
理
に
つ

い
て
、
公
印
使
用
簿
が
調
製
さ
れ
て
い
る
も
の
の
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
へ

登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
組
織
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。
特
段
問
題
が
生
じ
た

開催日 研修の概要 会場 参加者数

Ｈ29.4.4 平成29年度広島大学新
採用教職員研修

「広島大学の歴史～建学の精神
を考える～」（小池聖一）

法人本部棟
４Ｆ会議室

108名
（教員57名、
職員等51名）

Ｈ29.4.17 平成29年度広島大学新
採用職員基礎研修

「広島大学の歴史－初代学長・
森戸辰男を中心に－」
� （小池聖一）

法人本部棟
４Ｆ会議室 ９名

Ｈ29.5.9 平成29年度広島大学新
採用職員基礎研修

「国立大学にとっての法人文書
管理」（小池聖一）

法人本部棟
４Ｆ会議室 ９名

Ｈ29.7.25 平成29年度広島大学公
文書管理研修

「文書管理～何のためにやるの
か～」（高田賀夫）

中央図書館
ライブラリー
ホール

13名
（講義受講
32名）

Ｈ29.10.5 平成29年度広島大学新
採用教職員研修（10月）

「広島大学の歴史～建学の精神
を考える～」（小池聖一）

法人本部棟
４Ｆ会議室

101名
（教員43名、
職員等58名）

表２　平成29年度における研修の実施状況
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こ
と
は
な
い
も
の
の
、
文
書
主
義
の
原
則
に
則
り
文
書
を
作
成
し
て
い
な
が
ら
、

管
理
簿
へ
の
登
録
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
文
書
不
作
成
と
み
な
さ
れ
か
ね
な

い
。
選
別
移
管
作
業
時
に
は
確
認
す
る
こ
と
が
難
し
い
項
目
の
一
つ
で
あ
り
、
内

部
監
査
の
機
会
と
併
せ
て
文
書
館
が
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
内
の
文
書
管
理

の
更
な
る
質
の
向
上
に
努
め
た
い
。

四
　�

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
改
正
へ
の
対
応

　

平
成
二
九
年
五
月
一
五
日
に
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
及
び
廃
棄

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
。以
下
、

「
特
歴
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
の
改
正
に
向
け
、
各
府
省
等
文
書
管
理
担
当
者
、
各
独

立
行
政
法
人
等
文
書
管
理
担
当
者
及
び
各
国
立
公
文
書
館
等
担
当
者
に
対
し
内
閣

府
か
ら
意
見
照
会
が
行
わ
れ
、
八
月
の
締
め
切
り
後
、
平
成
三
〇
年
一
月
に
は
改

正
案
の
た
た
き
台
が
示
さ
れ
、
作
業
は
継
続
中
で
あ
る
。「
行
政
文
書
の
管
理
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
九
年
一
二
月
に
改
正
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
特
歴
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
場
合
と
異
な
り
、
各
国
立
公
文
書
館
等
担
当

が
意
見
照
会
先
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

改
正
は
、
公
文
書
管
理
委
員
会
に
よ
る
「
公
文
書
管
理
法
施
行
５
年
後
見
直
し

に
関
す
る
検
討
報
告
書
」（
平
成
二
八
年
三
月
）
等
を
踏
ま
え
、
公
文
書
管
理
法

そ
の
も
の
の
改
正
は
行
わ
ず
、
現
行
法
の
も
と
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
み
改
正
す
る

と
い
う
前
提
で
行
わ
れ
た
。
現
在
継
続
中
の
事
案
の
た
め
、
対
応
の
過
程
に
つ
い

て
は
別
途
報
告
の
機
会
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
行
政
文
書
の
保
存
期
間
の

設
定
や
、
公
文
書
の
定
義
等
、
公
文
書
管
理
を
め
ぐ
る
大
き
な
問
題
が
表
面
化
し

た
な
か
、
公
文
書
等
を
公
文
書
館
理
法
に
い
う
「
健
全
な
民
主
主
義
の
根
幹
を
支

え
る
国
民
共
有
の
知
的
資
源
」と
位
置
づ
け
る
精
神
が
活
か
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
、

今
後
の
推
移
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

五
　
そ
の
他
の
業
務
実
績

　

今
年
度
は
、
平
成
一
九
年
度
、
二
四
年
度
に
続
き
、
第
三
回
目
の
文
書
館
外
部

評
価
を
実
施
す
る
年
に
あ
た
り
、
一
二
月
に
平
成
二
九
年
度
第
三
者
評
価
委
員
会

を
開
催
し
た
。
詳
細
は
、『
平
成
二
九
年
度
広
島
大
学
文
書
館
外
部
評
価
報
告
書
』

（
平
成
二
九
年
度
発
行
予
定
）
に
お
い
て
報
告
の
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
三
〇
年
一
月
二
七
日
、
公
開
講
座
「
我
が
家
の
近
代
史
」
第
三
回

同
窓
会
大
会
を
開
催
し
た
。「
我
が
家
の
近
代
史
」
は
、
地
域
貢
献
事
業
の
一
環

と
し
て
文
書
館
設
立
以
前
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
第
一
三
期
目
を
数
え

る
。
平
成
二
三
年
度
に
同
窓
会
を
設
立
し
第
一
回
大
会
を
開
催
し
た
後
、
二
六
年

度
に
第
二
回
、
今
年
度
第
三
回
と
、
三
年
ご
と
に
大
会
を
開
催
し
て
き
た
。
同
窓

会
大
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
別
途
報
告
の
機
会
を
設
け
た
い
。

　

附
属
福
山
高
等
学
校
・
中
学
校
の
文
書
整
理
に
つ
い
て
、
校
友
会
の
支
援
を
受

け
て
実
施
し
た
旨
、
昨
年
度
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
地
で
処
理
し
た
学
籍

簿
や
山
中
高
等
女
学
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
等
以
外
の
書
籍
及
び
文
書
に
つ
い
て

は
、
文
書
館
へ
運
び
入
れ
冷
凍
処
理
を
施
し
た
後
、
汚
れ
の
除
去
や
拭
き
掃
除
を

行
い
、
目
録
作
成
後
一
点
ご
と
中
性
紙
封
筒
に
封
入
し
保
存
箱
に
入
れ
て
返
却
し

た
。
五
月
に
入
っ
て
か
ら
の
返
却
と
な
り
年
度
越
し
の
作
業
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
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が
、
今
後
は
附
属
福
山
高
等
学
校
・
中
学
校
の
先
生
方
の
ご
意
見
や
ご
協
力
を
仰

ぎ
つ
つ
、
目
録
の
公
開
に
向
け
て
準
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
今
年
度
は
、
六
月
下
旬
よ
り
急
遽
法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
修
へ

の
対
応
と
い
う
年
間
計
画
外
の
業
務
が
加
わ
っ
た
。
平
成
三
〇
年
九
月
の
稼
働
予

定
で
あ
る
が
、
慣
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
の
設
計
に
関
す
る
業
務
と
い
う
こ
と
で
、
特

に
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
の
法
人
文
書
選
別
移
管
作
業
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
か
な
り
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
来
年
度
は
、
新

シ
ス
テ
ム
稼
働
に
伴
う
新
た
な
対
応
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

�

（
む
ら
か
み
　
じ
ゅ
ん
こ
・
広
島
大
学
文
書
館
）


